
 

 

 新規採用職員のみなさん、ご就職おめでとうございます。 

 みなさんはお花見をされましたか？就職したばかりでそんな余裕はない・・でしょうか。そんな中ですが、通勤途

中にふと見上げた桜の美しさにほっと一息つくことがありました。忙しい毎日ですが皆さんもそんなほっとするひと

時をたくさん持てることを願っています。 

 そして組合がみなさんにとってそんなほっと一息つける場であることも願っています。 

広島自治労連には、自治体や外郭団体の職場で、正規や非正規で働く多様な仲間がいます。その中で昨年、一

昨年と非正規職員の要求を大きく前進させることができました。この事は組合員のみなさんの粘り強い運動と自

治体・外郭団体の職員として労働条件を整え、いい仕事がしたいという願いが実を結んだとも言えます。 

 組合はどんなところ？と言われれば、一人ひとりの声を集め愚痴ではなく要求にしていくところ。そして人

と人をつなげるところ、学び合い語り合い楽しさを共有できる活動を続けていけるところです。 

 一人一人が参加することですぐには変わらないかも

しれないけれど変化していける道を創っていける場所で

ありたいと思っています。組合に入って一緒により働きや

すい職場を創っていきましょう！ 
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貧
困
と
格
差
の
な
い
社
会

の
実
現
に
む
け
て
『
被
爆

80
年
の
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
声

を
あ
げ
よ
う
！
』
を
テ
ー
マ

に
広
島
の
歌
声
や
核
兵
器
廃

絶
を
目
指
し
た
ヒ
ロ
シ
マ
の

証
言
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
！ 

 

核
な
き
世
界
、
格
差
の
な

い
社
会
へ
の
願
い
を
こ
め
た

グ
ッ
ズ
販
売
、
広
島
で
開

催
だ
か
ら
こ
そ
体
験
で
き

る
魅
力
的
な
分
科
会
も
企

画
し
て
い
ま
す
。 

 

非
正
規
労
働
者
の
働
き

方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
り
、
誰
も
が
働
き
や
す

い
社
会
と
な
る
よ
う
、
今

こ
そ
全
国
か
ら
集
ま
り
互

い
に
交
流
し
、
明
日
へ
の

力
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

 

み
な
さ
ん
の
参
加
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

  
 

       
  第33回 非正規ではたらくなかまの全国交流集会in広島   
   3.魅力的なグッズと分科会がみなさんを待ってます！ 6/7(土)～8(日)開催 

新
規
採
用
者

  

の   

み
な
さ
ん
、 

   

ご
就
職

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

広
島
県
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合(

広
島
自
治
労
連) 

 

 
 
 
 
  
   

 
 

執
行
委
員
長 

中
石 

浩
美 

 

3
月

16
日(

日)

午
後
、

自
治
労
連
は
「
戦
後
・
被
爆

80
年
、
平
和
の
取
り
組
み

を
す
す
め
る
交
流
集
会
」
を

開
催
、

63
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 

桜
井
眞
吾
中
央
執
行
委
員

長
は
「
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は

受
賞
し
た
が
、
石
破
首
相
は

受
賞
に
逆
ら
う
よ
う
な

肩
透
か
し
の
政
治
を

行
っ
て
い
る
。
今
日
の

交
流
集
会
で
戦
後
・
被

爆

80
年
に
ふ
さ
わ
し
い
意

思
統
一
を
図
ろ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
奈
良
女
子
大
学

名
誉
教
授
・
自
治
体
問
題
研

究
所
理
事
長
の
中
山
徹
さ
ん

が
「
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り

と
地
域
・
自
治
体
～
自
治
体

労
働
者
は
何
を
な
す
べ
き

か
」
の
テ
ー
マ
で
お
話
し
ま

し
た
。
「
２
０
１
５
年
の
安

保
法
制
以
降
、
戦
時
体
制
に

復
帰
し
、
ゴ
ー
ル
な
き
破
滅

へ
の
道
を
進
ん
で
い
る
。
自

治
体
の
役
割
は
国
の
施
策
か

ら
地
域
、
市
民
生
活
を
守
る

こ
と
。
今
こ
そ
自
治
労
連
の

出
番
だ
」
と
語
り
ま
し
た
。

そ
の
後
グ
ル
ー
プ
討
論
の
場

で
、
今
夏
に
向
け
た
思
い
を

出
し
合
い
ま
し
た
。 

 

広
島
自
治
労
連
は
交
流
集

会
を
踏
ま
え
、
全
組
合
員
が

平
和
の
取
り
組
み
に
参
加
す

る
こ
と
を
丁
寧
に
呼
び
か
け

て
い
き
ま
す
。 

 

戦
後
・被
爆
80
年
、
平
和
の
取
り
組
み
を
す
す
め
る
交
流
集
会  

魅
力
的
な
グ
ッ
ズ
を 

ぜ
ひ
ゲ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
♪ 

↑
4
月
2
日 

撮
影 

 

mailto:hjrouren@urban.ne.jp
http://urban.ne.jp/home/hjrouren


 

 

ひろしま自治労連                          ２０２５年４月１５日号  

広島自治労連連続学習会 

「聞いて 知って 私たちの仕事」開催！ 

第７回 ♪ 庄原市・三次市の地域性と課題 

３
月

19
日
（
水
）
広
島

自
治
労
連
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
で
、
連
続
学
習
会

「
聞
い
て
、
知
っ
て
、
私

た
ち
の
仕
事
」
の
第
７
回

を
開
催
し
、

26
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。 

 
庄
原
市
職
労
か
ら
は
谷

山
執
行
委
員
長
が
、
ま
ず

近
畿
以
西
で
最
大
の
面
積

を
誇
る
庄
原
市
の
概
況
を

紹
介
し
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
現
在
、
国
の

誤
っ
た
政
策
に
よ
り
、
農

業
や
建
設
業
で
稼
げ
な
く

な
り
、
そ
れ
が
出
生
数
の

大
き
な
低
下
や
高
齢
化
率

の
上
昇
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ

を
打
開
す
る
策
を
見
い
だ

せ
な
い
状
況
を
、
財
政
分

析
も
含
め
て
説
明
し
ま
し

た
。
医
療
問
題
で
は
、
病

院
数
が
少
な
い
こ
と
に
加

え
、
病
院
に
行
く
交
通
機

関
が
乏
し
く
、
命
と
暮
ら

し
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
課

題
は
深
刻
で
す
。 

 

谷
山
執
行
委
員
長
は

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
話
し

ま
し
た
が
、
廃
線
の
検
討

が
さ
れ
て
い
る
芸
備
線
の

問
題
も
含
め
て
、
中
山
間

地
に
あ
る
自
治
体
の
深
刻

な
状
況
を
語
り
ま
し
た
。 

 
 

 

 

 

み
よ
し
市
役
所
労
働
組

合
の
塚
本
書
記
長
か
ら

は
、
三
次
市
役
所
の
健
康

企
画
係
長
と
し
て
向
き

合
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
の
闘
い
に
つ
い
て

を
聞
き
ま
し
た
。 

 

２
０
２
０
年
４
月
の
赴

任
直
後
に
、
三
次
市
内
で

初
の
感
染
者
が
出
た
直
後

に
起
き
た
、
県
内
初
の
集

団
感
染
を
め
ぐ
る
騒
動
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

 

医
療
検
査
体
制
の
整
備

や
ウ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施

の
徹
底
等
、
５
類
に
移
行

す
る
ま
で
の
３
年
間
、
心

身
と
も
に
追
い
込
ま
れ
な

が
ら
も
取
り
組
み
続
け
た

姿
に
は
大
変
頭
が
下
が
る

思
い
で
し
た
。 

 

そ
の
な
か
で
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
根
付
い

て
い
る
こ
と
で
救
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
改
め
て
、

行
政
の
住
民
福
祉
の
取
り

組
み
と
地
域
住
民
の
関
係

性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

今
回
は
県
北
の
２
つ
の

労
組
の
仲
間
か
ら
、
地
域

性
が
う
み
だ
す
厳
し
い
現

状
や
、
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い

を
学
び
あ
い
、
県
本
部
と

し
て
の
運
動
を
考
え
る
場

と
な
り
ま
し
た
。 

庄原市職員労働組合 

 谷山執行委員長 

 毎日のお仕事おつかれさまです。 

 広島自治労連には一人でも加入できる労働組合「広島自治体関連一

般労働組合」があります。悩んでいるかた、困っているかた、迷っているか

た、「あきらめず、ご連絡ください。 

心の声をだしてみませんか？」 

  連絡先℡ 082-243-9240  

    email  hjrouren@urban.ne.jp 
広島自治体 

関連一般労組 

みよし市役所労働組合 

   塚本書記長 

 

３
月

30
日
（
日
）
、
広

島
自
治
労
連
も
主
催
団
体

の
１
つ
と
し
て
、
原
爆
資

料
館
東
館
地
下
で
学
習
会

「
広
島
の
復
興
と
建
築
」

を
開
催
、
広
島
市
立
中
央

図
書
館
の
移
転
に
つ
い
て

考
え
る
市
民
を
中
心
に
60

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

開
会
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
主
催
側
の
藤
川
晴
美

さ
ん
が
「
復
興
の
歴
史
が

刻
ま
れ
た
中
央
公
園
に
あ

る
図
書
館
の
今
」
と
題
し

て
、
丹
下
健
三
さ
ん
の
大

「
平
和
記
念
公
園
」
構
想

や
中
央
公
園
に
建
設
さ
れ

た
児
童
文
化
会
館
（
１
９

４
８
年
）
、
こ
ど
も
図
書

館
（
１
９
８
０
年
）
等
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

 

学
習
会
で
は
広
島
市
で

ご
活
躍
の
建
築
家
が
「
戦

後
の
広
島
の
建
築
」
と
題

し
て
話
し
ま
し
た
。 

 

講
師
は
、
戦
後
復
興
に

お
け
る
広
島
の
建
築
物
と

し
て
、
①
世
界
平
和
記
念

聖
堂
、
②
平
和
記
念
資
料

館
、
③
基
町
高
層
ア
パ
ー

ト
を
挙
げ
、
各
建
築
家
の

視
点
や
建
築
物
の
デ
ザ
イ

ン
の
特
徴
を
紹
介
す
る
な

か
で
、
そ
こ
に
共
通
す
る

こ
と
は
「
平
和
の
軸
線
」

で
あ
り
、
建
築
物
は
「
平

和
を
生
み
だ
す
工
場
」
と

し
て
都
市
計
画
的
に
作
ら

れ
た
、
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
講
師
は
「
違
和

感
か
ら
都
市
・
建
築
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
日

常
で
何
気
な
く
見
て
い
る

建
築
物
が
、
実
は
過
剰
で

あ
っ
た
り
、
美
意
識
が
欠

如
し
て
い
る
例
を
展
示

し
、
行
政
も
民
間
も
建
築

す
る
こ
と
の
意
識
を
ど
う

持
つ
べ
き
か
、
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
指
摘
し

ま
し
た
。 

 

被
爆
80
年
の
年
に
、
新

た
な
視
点
で
学
ぶ
場
と
な

り
ま
し
た
。 

丹
下
健
三
さ
ん
の 

大
「
平
和
記
念
公
園
」

構
想
と
図
書
館 

「
平
和
の
軸
線
」
に
お

け
る
「
平
和
を
う
み
だ

す
工
場
」
と
は 

 3月 17日（月）午前、府中

町留守家庭児童会労組は安芸

府中商工センターで定期総会

を行いました。 

 2024年度の活動報告、会計

報告を行い、次年度役員体制

については今後互選で決める

ことを確認しました。 

 また、12月議会で放課後児

童クラブの民営化や有料化に

ついて町議が質問したことか

ら、広島市留守家庭労組の大

内執行委員を講師に、公設公

営無料の大切さを学習しまし

た。 

 新年度には民営化・有料化

反対の項目を入れた要求書を

提出するよう準備を進めま

す。 

 

 

● 府中町留守家庭児童会指導員労働組合 定期総会 ● 

第96回広島県中央メーデー 
 ＊5月1日（木） 

  10時 平和公園噴水前から 

  ハノーバー庭園までデモ行進 

 ＊11時～12時 ハノーバー庭園 

  までメーデー行事 

 ＊単組でプラカードコンテ 

  ストに参加しよう 

５・３ヒロシマ憲法集会 
 ＊5月3日（土）13：30～16：00 

 ＊県民文化センターホール 

 ＊第1部：歌や音楽を楽しもう 

  第2部：講演会 

  「非道の時代の平和論」 

  講師 藤原辰史さん（京都大学教授） 

 ＊参加費800円（組合が負担します） 

3/10 公務労組連 

中国人事院交渉報告集会 

3/13 春闘勝利！ 

県民集会 

3/18 郵政ユニオン時限 

ストライキ支援行動 
3/13 全医労 

街頭署名 

  ■ 新役員体制 ■ 

 執行委員長 森下 和美 

 書   記   森本 信子 

 会   計   谷 由起子 


